












研究目的 

新生児高ビリルビン血症の光療法における(ZZ)bilirubin IXα(△4Z,△15Z を ZZ と略す)

の光化学反応の全貌は図 1(a)に示す如くである(以下 IXαは本文中では略す)。立体異性体

には△4E の(EZ)ｰ bilirubin,△15E の(ZE)一 bilirubin,△4E,△15E の(EE)bi1irubin の三

種類(以下これら三者を立体異性体と総称する)があるが,ヒト新生児では主として(ZE)一

bilirubin の形で胆汁中や尿中へ排泄される｡また,立体異性体の一つである(EZ)一

bilirubin を経由して cyclization により生成される構造異性体,即ち (EZ) ｰ

cyclobilirubin と,その立体異性体(△15E)である(EE)ｰ cyclobilirubin があるが(以下こ

の両者を構造異性体と総称する),この両者も胆汁中や尿中に排泄される。しかしヒト新生

児における光療法の効果の点では(EZ)-cyclobilirubin と(EE)-cyclobilirubin が量的に

最も重要な代謝産物である。ところでその(ZZ)-hilirubin の光化学反応において McDonagh

らは血清アルブミンが重要な働きをしていることを,invitro でヒト,ラット,ウマ等の

種々の血清アルブミンを用いて(ZZ)-bilirubin との複合体の photosis を行なう事により

証明した。また我々も,ヒト新生児と Gunn ratの in vivo の系において胆汁中及び尿中へ

排泄された photoisomer に著しい量的差異が存在することを報告して来た。すなわち,ヒト

新生児においては,構造異性体である cyclobilirubin の排泄が立体異性体のそれよりも多

いがGunn ratにおいては,その逆であった。これらの現象の原因を解明する為に,今年度は,

ビリルビン・血清アルブミン溶液の photolysis の in vitro の実験を中心に検討を行なっ

た。 

(1)ヒトないしラットの血清アルブミンの各々のビリルビン複合体溶液に光照射して得ら

れたbi1irubinの photoisomerのパターンを検討すると共にin vitroの成績と対比し血清

アルブミンの意義を明らかにする。 

(2)上記 bilirubinの photoisomer 生成の kineticsを解明するため秒単位で実験を行ない

主要なステップにおける速度定数を測定した。これにより,(EZ)-cyclobilirubin の生成経

路が(EZ)-bilirubin を介するとする我々の説と,McDonagh の(ZZ)-bilirubin より直接

single photon で生成されるとする説といずれが正しいかを明らかにする。 



(3)光源の問題として,400～520 ㎜の光エネルギー量を一定にし,480 ㎜以上の長波長の光

エネルギー量を増加した場合の bilirubin の photoisomer の kinetics を検討する。 


